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12 
月
議
会
定
例
会

　

12
月
10
日
か
ら
15
日
ま
で
を
会
期
に
、
町
議
会
定
例
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
17
議
案
が
審
議
さ
れ
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、

平
成
21
年
度
南
越
前
町
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
が
上

程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
予
算
総
額 

１
２
６
億
５
、８
８
２
万
９
千
円

11
月
議
会
臨
時
会

み
ん
な
で

守
ろ
う

文
化
財

１
月
26
日
は『
文
化
財
防
火
デ
ー
』で
す

■
問
合
せ　

南
消
防
署　

☎
45

－

０
１
１
９　
　

河
野
分
署　

☎
48

－

３
１
１
９

　
『
文
化
財
防
火
デ
ー
』は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
日
本
最

古
の
壁
画
が
描
か
れ
た
奈
良
県
法
隆
寺
金
堂
が
火
災
で
焼
損

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
昭
和
30
年
に
定
め
ら
れ
、
今
回
で

57
回
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
、
文
化
財
を

火
災
や
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文
化

財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
文
化
財
愛
護
に
関
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
大
切
な
文
化
財
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
文
化
財
を
守
る
た
め
の
防
火
対
策

　

文
化
財
の
火
災
は
、
放
火
や
周
囲
か
ら
の
飛
び
火
に
よ
る

も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
文

化
財
防
火
は
文
化
財
を
管
理
す
る
方
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で

す
。

◎ 

地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
の
防
火
体
制
を
整
備
し
、
夜
間
警

備
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

文
化
財
お
よ
び
文
化
財
を
収
容
す
る
建
造
物
の
周
辺
で
喫

煙
や
た
き
火
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
左
義
長
な
ど
は
建
造
物
な
ど
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行

い
、
必
ず
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
消
火
の
準
備
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◎ 

消
防
、
防
災
設
備
な
ど
の
点
検
整
備
に
努
め
、
照
明
器
具

な
ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

文
化
財
周
辺
に
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
審
な
人
を
見
か
け
た
時
は
消
防
署
や

警
察
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

☆
警
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

南
消
防
署
で
は
、大
切
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

次
の
と
お
り
警
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

１
月
23
日（
日
）午
前
９
時
〜

場　

所　

今
庄
地
区
梅
ヶ
枝
区　

西
念
寺

　
　
　
　

※ 

西
念
寺
は
約
４
５
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
お
寺
で
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

「
ま
さ
か
！
」に
備
え
て

消
防
水
利
を

確
保
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
が
原
因
の
火
災

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
り
に
な
る

の
は
、近
く
に
あ
る
消
火
栓
や
防
火
水
槽
。
積
雪
時
は
、

緊
急
時
に
備
え
て
消
防
水
利
付
近
の
除
雪
を
地
域
の
皆

さ
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
と
緊
急
時
の
避
難

場
所
や
避
難
経
路
が
な
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方
な

ど
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
に
家
の
周
り
の
除
雪
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

南
消
防
署　
　
　
　
　

☎
45

－

０
１
１
９

　
　
　
　
　

河
野
分
署　
　
　
　
　

☎
48

－

３
１
１
９

　
　
　
　
　

災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
22

－

４
４
７
７

会計名 補正前の額 補正額 計

国民健康保険
今庄診療所

299,419 △4,669 294,750

河野診療所 97,284 △ 286 96,998

簡 易 水 道 184,154 934 185,088

農業集落排水 423,296 △ 11 423,285

老人保健施設 154,903 △ 272 154,631

介 護 保 険 1,207,798 4,460 1,212,258

ケーブルテレビ 115,650 △ 346 115,304

下 水 道 284,940 1,667 286,607

（単位：千円）

全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

30
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰

加
藤
　
正
人 

さ
ん
（
下
牧
谷
・
54
歳
）

　

11
月
25
日
、
全
国
体
育
指
導
委
員
研

究
協
議
会
岐
阜
大
会
で
、
永
年
に
わ
た

り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
精
励
さ

れ
た
と
し
て
、
そ
の
功
績
に
対
し
、
全
国
体
育
指
導
委
員
連

合
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
４
月
に
旧
南
条
町
体
育
指
導
委

員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
社
会
体
育
活
動
の
普
及
に
努
め
ら

れ
る
傍
ら
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
に
も
尽
力
。
現

在
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
た
め
に
中
心
的
な
役
割
を
担
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計  

９
、６
１
５
万
円
を
増
額

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
、６
１
５
万
円
を
増
額
し
、

81
億
９
、６
０
１
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
】

 

・
県
支
出
金

     

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
補

助
金 

１
、０
４
３
万
円
の
増
額

 

・
繰
越
金 

７
、５
３
５
万
５
千
円
の
増
額

【
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
】

 

・
総
合
事
務
組
合
退
職
手
当
特
別
負
担
金

 

４
、５
０
０
万
円
の
増
額

 

・
役
場
改
修
に
伴
う
仮
事
務
所
整
備
工
事
費

 

１
、２
１
５
万
７
千
円
の
増
額

 
・
農
業
用
用
排
水
路
整
備
工
事
費

 

１
、４
９
０
万
円
の
増
額

 

・
町
道
維
持
補
修
工
事
費 

１
、８
０
６
万
１
千
円
の
増
額

■
特
別
会
計　

１
４
７
万
７
千
円
を
増
額

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
今
庄
診
療
所
特
別
会

計
な
ど
、
８
特
別
会
計
で
予
算
の
補
正
を
行
い
（
下

表
参
照
）、
補
正
後
の
14
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

42
億
３
、２
２
０
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

 

・
介
護
保
険
特
別
会
計

    

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費 
４
４
０
万
円
の
増
額

■
企
業
会
計　

38
万
７
千
円
を
減
額

　

水
道
事
業
会
計
は
、
38
万
７
千
円
を
減
額
し
、
２
億 

３
、０
６
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
南
越

前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
４
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計 

２
、６
８
０
万
円
を
増
額

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
、６
８
０
万
円
を
増
額
し
、

80
億
９
、９
８
６
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
、
町
道
河
野
大
良

線
改
良
事
業
に
要
す
る
補
正
で
す
。

■ 

南
越
前
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

■ 

南
越
前
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■ 

南
越
前
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
と
一
般
職
職
員
の

給
料
、期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
改
定
す
る
こ
と
に
伴
い
、

改
正
し
ま
し
た
。

■ 

南
越
前
町
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定

■ 

南
越
前
町
電
算
共
同
処
理
に
係
る
請
求
者
識
別
カ
ー

ド
の
交
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
南
越
前
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

■
南
越
前
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
必
要
事
項
を
定
め
、
関
連
す
る
条
例
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。

■ 

南
越
前
町
南
条
ふ
れ
あ
い
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

南
条
ふ
れ
あ
い
会
館
の
一
部
を
役
場
仮
事
務
所
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
設
置
目
的
等
を
変
更
す
る
た
め
、
改

正
し
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　

町
の
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
6
カ
年
の
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

次
の
方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

 

・
岩
﨑　

範
子
氏
（
東
大
道
）

【
一
般
質
問
】

○
生
駒
一
義
議
員 

 

・
敦
賀
原
発
３
号
、
４
号
機
着
工
の
延
期
に
つ
い
て

 

・
合
併
特
例
債
の
借
入
れ
状
況
に
つ
い
て

○
井
上
利
治
議
員

 

・ 

国
道
３
０
５
号
道
路
整
備
（
ホ
ノ
ケ
山
ト
ン
ネ
ル
よ
り
南

条
側
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
平
谷
弘
子
議
員

 

・
南
条
地
区
に
お
け
る
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

 

・
本
庁
の
耐
震
強
化
策
に
つ
い
て　

○
山
本　

優
議
員

 

・ 

栄
養
指
導
に
よ
る
住
民
の
健
康
管
理
と
子
供
の
食
育
に
つ

い
て

 

・
若
年
者
の
就
業
支
援
、
結
婚
支
援
に
つ
い
て


